
＜記者会見項目＞
▶中野区基本計画の策定

▶中野区区有施設整備計画の策定

▶中野区ゼロカーボンシティ宣言

▶中野区立小中学校学習系ネットワークの強化

▶子ども食堂への支援の充実

▶中野区新型コロナウイルスワクチン接種の現況と今後の取組

＜イベント等＞
▷中野駅西口広場の名称決定
▷旧中野刑務所正門公開見学会
１１月５日（金曜日）、6日（土曜日）

▷「中野大好きナカノさん」ファンミーティング「ナカナカ会」
11月6日（土曜日）、12月11日（土曜日）

▷なかのエコフェア２０２１
１１月1３日（土曜日）

▷中野にぎわいフェスタ2021
１１月1３日（土曜日）、14日（日曜日）

▷２０２１東北復興応援展なかの
１１月1６日（火曜日）～２1日（日曜日）

▷第９回中野駅前大盆踊り大会（https://nakabon.jp/）
10月３1日（日曜日）

中野区企画部 広聴・広報課 03-3228-8803

２０２１年 １０月 ２８日

中野区長定例記者会見資料



202１年１０月２８日
区長定例記者会見資料

1

中野区基本計画の策定

【問合せ】　企画部 基本構想担当課長　永見　　
　　　　　　　　　電話番号　03-3228‐5778
【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　電話番号　03-3228-8928

　中野区では、２０２１年３月に基本構想を改定しました。
　このたび、基本構想で描く「10年後に目指す4つのまちの姿」の実現に向け、その礎
となる5年間の区政運営を着実に進めるために、２０２１年９月に新しい『中野区基本
計画』を策定しました。
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１　基本計画の位置づけ

　区は、中野区自治基本条例に基づき、基本構想の実現を図るため、基本計画を策定
し、総合的かつ計画的な行政運営を行います。

　基本計画では、基本構想において描く目指すまちの姿の実現に向け、区が取り組む
基本的な方向性を示します。また、区政全般にわたる総合的な計画として定めるとと
もに、各個別計画の上位の計画として位置付けるものです。
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２　重点プロジェクト

▼ 基本構想で描く10年後に目指すまちの姿の実現に向けて、政策及び施策を効果的
かつ効率的に推進していくため、組織横断的かつ重点的に対応することが必要な政策
課題に対して、重点プロジェクトを設定します。

　⇒早期に対応が必要となる｢誰一人取り残さない｣という視点と、中長期的に対応が
  求められる｢将来を見据えた投資｣の視点を重視しています。
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３　子育て先進区の実現①

《重点ポイント》

▼児童虐待を未然に防止する事業を充実し体制を強化します

▼生活が困難な状況にある家庭の子どもを支える環境をつくります

① 子ども・子育て家庭に対するセーフティネットを強化します

▽子どもの権利に係る普及啓発の実施

▽保護者の育児不安の解消につながる子育てサービスや相談支援の充実

▽すこやか福祉センター、子ども・若者支援センター、児童館等による見守り、
   ネットワーク支援の強化

▽様々な機会を捉えた要支援家庭の早期発見、早期対応

▽子どもの経験・体験・学びの機会の確保

▽食事の確保などの生活支援の充実

▽子どもの立場に寄り添った相談体制の確保
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３　子育て先進区の実現②

《重点ポイント》

▼子どものニーズに合わせた環境づくりを進めます

▼地域の協働・協創により学習環境を充実します

②子育て・子育ち環境を整備します

▽子どもの成長に合わせた児童館やキッズ・プラザなどの多様な居場所づくり

▽魅力ある公園の整備

▽中高生が主体的に活動・交流できる機会の確保

▽子育て関連店舗の充実と子育て支援住宅の普及促進

▽学校運営協議会・地域学校協働本部の設置

▽子どもや地域の現状・課題を踏まえた学校ごとの特色ある教育の充実

▽保育園、幼稚園、小・中学校の連携教育の充実

▽子どもの読書活動の推進
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３　子育て先進区の実現 ③

《重点ポイント》

▼多様な主体の参画により子どもの育成活動を活性化します

③地域全体で子育てを応援するための体制を整備します

▽地域の協働・協創体制の拠点としての児童館機能の充実

▽子育て関連団体に対する支援とネットワークの構築

▽若者が活躍できる交流や活動の機会の充実
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４　地域包括ケア体制の実現①

《重点ポイント》

▼支援を必要とする人への相談・コーディネート体制を充実します
　

▼地域ぐるみで課題を解決するための機能を強化します

① 区民の多様な課題を受け止め解決につなげる体制をつくります

▽アウトリーチ活動等を通じた支援に結びつかない潜在的な要支援者の発見、
   適切な相談支援への接続、継続的な見守り・支援

▽より身近な地域で専門的な相談支援を受けられる体制の整備とそれに伴う
   すこやか福祉センター及び地域包括支援センター圏域の再編

▽ひきこもり、精神保健相談など、複合的な課題や専門性が要求される課題に
   対する子ども・若者支援センターやすこやか福祉センターなどの相談支援機関
   の連携強化

▽地域ケア会議を通じた行政、事業者、教育機関、地域住民など多様な主体の
   連携の強化と事例の共有・蓄積

▽相談支援機関の職員をはじめ、多様な主体の提案力、課題解決力の向上

▽地域資源の開発や区民が抱える個別課題への柔軟かつ迅速な解決に向けた
   仕組みづくり
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４　地域包括ケア体制の実現② 

《重点ポイント》

▼すべての人の意思と権利を守る地域づくりを進めます

▼支援が必要な人の生活の安定と自立を支える基盤づくりを進めます

②社会とのつながりの中で一人ひとりに寄り添った支援を行います

▽権利擁護支援の中核機関の設置

▽権利擁護の推進に向けた相談体制や意思決定支援の充実

▽認知症や障害など生活において困難を抱える人への理解の促進

▽子どもの権利に係る相談支援の充実

▽高齢者、障害者、児童等虐待の未然防止、早期発見・早期対応

▽医療・介護など、支援・サービス提供者の連携の推進

▽居住支援協議会の運営支援、サポート体制及び総合相談体制の確立

▽障害者の地域生活移行・地域定着支援の推進

▽医療・障害者・介護高齢者施設基盤の整備

▽生活困窮者に対する包括的な自立支援の推進
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４　地域包括ケア体制の実現③

《重点ポイント》

▼関心やスキルに応じた多様な社会参加を促進します

▼見守り･支えあい、支援に取り組む主体や手法を充実します

③すべての人に居場所があり無理なく見守り、支えあう地域づくりを
進めます

▽地域における公益的な活動を担う新たな人材・団体の育成

▽地域団体等と人材をつなげる総合的な支援体制の構築

▽多様な交流機会の創出と活動を通じたコミュニティの形成

▽高齢者、障害者、外国人住民等が社会参加や活躍できる環境づくり

▽ICTを活用した見守り・支えあい活動の仕組みづくり

▽地域団体、専門職（多職種）及び民間企業等と連携した見守り・支えあい

▽住民主体サービスを提供する地域団体等に対する支援
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５　活力ある持続可能なまちの実現①

《重点ポイント》

▼区内事業者の継続的な事業活動を支え育てます

▼商店街の魅力と利便性を向上させ、新たな活力を創出します

▼新たな魅力の発信・活用による地域ブランドづくりを進めます

①地域経済の回復とまちのブランディングによる産業の活性化を進
めます

▽販路拡大や生産性向上などの経営支援の強化

▽デジタル活用などICT化促進への支援

▽商業サポート機能の強化と産業振興の総合的支援機能の強化

▽高齢者、女性、若者、障害者等への就労支援

▽キャッシュレス化などの商店街におけるデジタル化・ICT化の促進

▽個店経営支援及び商業サポート機能の強化

▽なかの里まち連携自治体との連携の推進

▽個性豊かな地域資源の発掘と情報発信の強化

▽団体・企業との連携強化による、アニメ、サブカルチャーなどのコンテンツ

   を活用した地域ブランドづくり
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5　活力ある持続可能なまちの実現②

《重点ポイント》

▼新たなにぎわいの創出に向けたエリアマネジメントの仕組みを構築します

▼交通結節機能の強化と回遊性・防災性の向上を図ります

▼まちの安全性・快適性・利便性の向上を図ります

②活力の再生と創出に向けたまちづくりを進めます

▽文化・芸術発信拠点の形成及びにぎわい、文化・芸術事業の誘導

▽（仮称）中野駅周辺エリアマネジメント協議会設置・運営
▽中野駅周辺各開発地区におけるエリアマネジメントの展開支援

▽中野駅西口南北通路・橋上駅舎の整備

▽駅前広場の整備（中野駅新北口駅前広場、西口広場、南口駅前広場）
▽土地区画整理事業（中野二丁目、中野三丁目、中野四丁目新北口駅前）
▽市街地再開発事業（中野二丁目地区、囲町東地区、（仮称）中野四丁目西地区、

　 （仮称）中野四丁目新北口駅前地区、（仮称）囲町西地区）

▽新井薬師前・沼袋駅前拠点の整備

▽都市計画道路の整備（補助第220 号線、区画街路第3・4 号線）
▽野方駅周辺、都立家政駅・鷺ノ宮駅周辺まちづくり
▽各地区まちづくりと連携した商店街の活性化　
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5　活力ある持続可能なまちの実現③

《重点ポイント》

▼生活のあらゆる場面における環境配慮行動を促進します

▼すべての行政活動における環境負荷を低減します

③脱炭素社会の実現を見据えたまちづくりを展開します

▽再生可能エネルギー設備等の導入支援

▽地域の脱炭素化と持続的発展を両立する協働まちづくり
▽環境に関する連携・協働に向けたネットワークづくり

▽環境配慮型公共施設の建設・整備

▽区有施設運営における脱炭素化の推進
▽環境マネジメントシステムの推進
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6　区政運営の基本方針

持続可能な区政運営を実現するため、次の3つの基本方針を定めます。

1 対話・参加・協働に基づく区政運営

　区民と区、区民同士の対話、区民の区政への主体的な参加、地域課題の解決に向け　
た協働を重視して、政策形成、組織運営、財政運営に取り組むとともに、取組と検証
を積み重ねて着実に成果を上げていくマネジメントを実施していきます。

2 危機の発生に備えた体制の強化

　大規模災害や感染症拡大など非常時における危機管理体制を充実し、区政や地域が
機能不全に陥らないよう、事業継続計画（BCP）の継続的な改善などリスクマネジメン
トの強化を図っていきます。

3 社会の変化に対応した質の高い行政サービスの提供

　行政サービスのデジタル化やワンストップ化を推進します。あわせて、区の事業や施
設等の管理・運営コストの最適化を進めるなど、区民にとって質の高い行政サービス
の提供を目指していきます。　



16

計画の詳細は、中野区ホームページで公開しています。

中野区基本計画



202１年１０月２８日
区長定例記者会見資料

1

中野区区有施設整備計画の策定

【問合せ】　　企画部 構造改革担当部長　石井
　　　　　　　　　　　電話番号　03-3228‐３２６１
【発信者】　　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　　　電話番号　03-3228-8928

　２０２１年３月に改定した「中野区基本構想」で示す１０年後にめざすまちの姿を実現するための
「中野区基本計画」（2021年9月策定）における各政策を展開するにあたり、区有施設整備を財
産経営の観点から取りまとめた総合的な行政計画である「中野区区有施設整備計画」を１０月に
策定しました。

▼計画期間　2021年度～2030年度（10年間）
▼本計画の対象施設数(の推移）

　▲中野区区有施設整備計画の全文
　　（中野区ホームページ）　



2



3



4



5



6



7



8

区役所新庁舎のイメージ

▼新庁舎に配置する機能の変更（計画案からの変更点な
ど）
　▶生活援護機能は、生活相談・自立支援窓口及び生活保護窓口を含
め生活援護機能を一体的に区役所新庁舎へ配置する。
　▶社会福祉協議会は、一部の機能を新庁舎へ配置する。
　▶公共公益活動団体スペースは、相談室スペースとして活用する。

▼新庁舎整備のスケジュール
　2021年７月　新庁舎建設工事着工
　２０２４年２月　竣工
　　　　　　　５月　開設
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新たな児童館の機能・連携イメージ
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202１年１０月２８日
区長定例記者会見資料

１

中野区ゼロカーボンシティ宣言

【問合せ】　環境部 環境課長　波多江　
　　　　　　　　　　電話　03-3228‐５６９５
【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　　電話　03-3228-8928

　中野区は、地球温暖化に伴う気候変動の問題と向き合い、『環境負荷の
少ない持続可能なまち』を次世代につないでいくため、2050年までに
中野区の二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実
現に向けて取り組むことを宣言します。

中野区基本構想で描く１０年後に目指すまちの姿
「安全・安心で住み続けたくなる持続可能なまち」の実現に向けて
「環境負荷の少ない持続可能なまちをつくります」に関する取組

▲　　なかのエコフェア　　▲ ▲カーボン・オフセット事業（植林）の様子



２

１　ゼロカーボンに向けた動き

▼２０１５年に国際的枠組みとして採択された「パリ協定」では、世界の気温上昇を産業
革命以前と比較して2℃より十分低く保つとともに1.5℃に抑える努力を追求する目
標が盛り込まれた。

▼気候変動に関する世界的な危機意識の高まりの中、日本では、2020年10月に、
2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロとする目標を掲げた。

▼2０２０年7月の中野区環境審議会において、「脱炭素型社会の推進」を重点的に取
り組むものとして答申を受け、中野区環境基本計画の改定に向けた検討を進めてきた。

▼中野区基本構想のなかで、１０年後に目指す４つのまちの姿のひとつとして、「安全・
安心で住み続けたくなる持続可能なまち」を描いた。
　⇒実現するための取り組みとして、『環境負荷の少ない持続可能なまち』を次世代に
　　 つないでいく必要がある。

中野区は、ゼロカーボンシティ宣言を行い、区民や事業者とともに、二酸化炭素排出
量の削減に取り組み、地域全体で脱炭素社会の実現を目指す。

世界・日本の動き

中野区の動き
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２　中野区ゼロカーボンシティ宣言（全文）

中野区ゼロカーボンシティ宣言
～2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指して～

　近年、地球温暖化の影響による豪雨災害やこれまでにない規模の台風が発生し、日本各地で大
きな被害をもたらしています。こうした地球温暖化に伴う気候変動の影響は、日本のみならず、世
界中で注目される深刻な問題と認識されるようになりました。2015年に合意されたパリ協定で
は、世界の平均気温の上昇を産業革命前と比較して、2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑
える努力を追求することが定められ、国は、2020年10月に「2050年までに、温室効果ガスの
排出を全体としてゼロにする、すなわち2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指
す」と宣言しました。

　中野区においても気候変動リスクへの緩和・適応にかかる対策等が「持続可能な開発目標
（SDGs）」の推進につながるよう、二酸化炭素排出量の削減及び環境、経済、社会の統合的向上
を目指していく必要があります。

　中野区は、2011年に中野区地球温暖化防止条例を制定し、区、区民、事業者の地球温暖化の防
止に関する責務を明らかにするとともに、地球温暖化防止対策を推進するための措置を講じてき
ました。今後は持続可能なまちを次世代に引き継いでいくため、区民、事業者との連携・協働のも
と、脱炭素社会の推進と気候変動への適応の課題についての取組を加速させていきます。そして、
「中野区ゼロカーボンシティ」をここに宣言し、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指
してまいります。

令和3年（2021年）１０月２８日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野区
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３　ゼロカーボンシティ実現に向けた当面の取組

中野区は、住宅が密集し小規模事業者等の多い、生活の利便性に優れたまちであり、住民の生活や経済活動に
よるエネルギー消費量や二酸化炭素排出量は、区全体の5割以上を民生家庭部門が占めているのが特徴であ
る。
今後、地域経済の発展と快適な生活環境の実現を両立させ、持続可能な社会を実現していくために、中野区と
区民、事業者がより密接に連携をして、二酸化炭素排出量の削減に取り組む。

▼第4次中野区環境基本計画、第3次中野区地球温暖化対策地方公共団体実行計画【事務事業
編】では、2050年までに実質的にゼロカーボンとなる目標を前提に、2030年度までの二酸化
炭素排出量削減目標を盛り込みました。（2013年度比2030年度二酸化炭素排出量46％削減）

　環境基本計画の基本目標　

　～主な事業～
　▽なかのエコフェア　▽なかのエコポイント
　▽太陽光発電システムと連携した蓄電システム導入助成
　▽ごみ減量出前講座　▽子どもエコ講座など
　▽環境に配慮した庁舎整備（太陽光発電導入・目標CASBEE　Sランク）
　▽中野の森プロジェクト（カーボン・オフセット事業）
　　　【連携自治体】
　　　　群馬県みなかみ町…森林整備、木材利用の促進や環境交流・環境学習を推進。

　　　　福島県喜多方市…喜多方市が保有するJ-クレジット(CO２吸収量)の購入による森林整備の支援、
　　　　　　　　　　　　　　　　間伐材利用等を通じた環境交流・環境学習を推進。

①脱炭素社会の推進と気候変動への適応　②循環型社会　③安全安心で快適な生活環境　
④都市の中の自然環境　⑤環境保全に係る情報提供と連携の促進
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区 長 記 者 会 見 資 料

１

中野区立小中学校学習系ネットワークの強化

【問合せ】　教育委員会事務局 学校教育課長　松原　

　    　　　　　　電話番号　03-3228-８９７３
【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　電話番号　03-3228-8928

中野区基本構想で描く１０年後に目指すまちの姿
「未来ある子どもの育ちを地域全体で支えるまち」の実現に向けて

「社会の変化に対応した質の高い教育を実現します」に関する取組

▼「GIGAスクール構想」の実現に向けて、児童・生徒1人に1台の端末が整備され、
学校の通信データ量が急激に増加している。

▼新型コロナウイルス感染症の影響下において、小中学校における授業のオンライ
ン配信環境を整えることが急務である。

▼しかし、現在の中野区立小中学校のインターネット接続環境は、各学級から同時
に検索や配信を行うことができない状況にある。

　このような状況を解消するため、中野区立小中学校学習系ネットワークを再構築
し、授業のオンライン配信環境を整備する。また、再構築が完了するまでの一時的な
対応として、配信用機器を調達する。　
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１　実施内容

▼学習系ネットワークの再構築（２０２２年3月末までに完了）
① インターネット接続方式の変更

　学校から区役所を経由して区指定のデータセンターに集約してインターネットに接続
する「センター集約式」から、各校から直接インターネットに接続する「ローカルブレイ
クアウト方式」へ変更する。
② 高速大容量光回線の敷設

　各校からインターネットに接続する回線は、１０Gbps のベストエフォート光回線を敷
設する。

▼学習系ネットワーク再構築完了までの代替措置（２０２１年11月から２０２２年3月末
までの対応）
① モバイルルーターの調達
　小中学校の全学級分のモバイルルーター４６０台をレンタルで導入し、学習系ネット
ワークの負担軽減を図るとともに授業のオンライン配信等に対応する。
② 配信用端末の調達

　授業配信するため、モバイルルーターと同数の配信用端末をレンタルにより調達

▼スケジュール
・２０２１年11月　モバイルルーター・配信用端末の納品完了、ネットワーク再構築開始
・２０２２年3月末　ネットワークの再構築完了
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▼中野区立小中学校共通の活用事例
▶全教科等における意見共有

　デジタルホワイトボードを活用する際は、付箋の大きさ、色などを工夫し
て、効果的な意見共有・意見交換ができている。児童・生徒が資料の画像を
拡大・縮小しながら話し合うとで気付きが増えた。スライドを共同編集する
ことで、児童・生徒一人ひとりが主体的に関わろうとする姿が見られた。

▶国語科等による原稿の推敲
　　作文、スピーチ原稿等、紙に書くよりも書き直し・推敲がしやすく、

積極的に取り組む児童・生徒が増えた。漢字変換機能により、漢字を
書くことが苦手で作文が書けなかった児童・生徒も文章を書くことが
できている。

▶生活科・理科での植物の観察、実験の撮影
　　カメラ機能を使って、長期的に撮影し、保存することで、季節ごとの

比較が容易であり、児童・生徒の気付きも増え、考察もしっかりできる
ようになっている。また、写真を用いた観察記録のスライド作り、発表が
容易である。

▶体育科での動画撮影（ビデオ機能）
　　自分の目標を達成するために、撮影した動画を見て改善策を考えた

り、作戦を話し合ったりする場面を増やすことができた。
　　また、教員が手本となる動きの動画等を用意し、GoogleClassroom

にアップすることで、それを視聴しながら休み時間や家庭で自主的に練習
する児童・生徒の姿も見られた。

▶クイズアプリ等を活用した知識の定着

２　ICTを活用した授業①
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▼実践例①　中野区立鷺宮小学校　３年生　国語科
　漢字が「へん」と「つくり」から構成されていることを理解する授業を実施。児童用タブレットでプログラミン
グソフト「ビスケット」（クラウド版）を活用した。

　「へん」と「つくり」の部品を組み合わせ、漢字が成り立てば〇、成り立たなければ×が出るプログラミングを
行い、漢字クイズを出し合った。作成したクイズは、電子黒板に映し出し、クラスで共有した。

　積極的に漢字クイズづくりに取り組む姿や、本当にそのような漢字があるのかを主体的に調べようとする姿
が見られた。

▼実践例②　中野区立緑野小学校　２年生　生活科
　野菜の栽培およびその観察についての授業を実施した。育てている野菜の様子を、児童用タブレットのカメ
ラ機能を使って記録した。

　自分が栽培した野菜の様子や、どのような世話をしたかなどを報告するために、コラボレーションツール「コ
ラボノート」（全小・中学校に導入しているソフト）を活用した。
　クラス全体で共有する際には、電子黒板を使って発表した。説明に合わせて画像を拡大して見せるなど、工

夫しながら発表ができ、聞いている児童の気付きも多かった。

２　ICTを活用した授業②

▲　鷺宮小学校国語科授業の様子 ▲　児童用タブレットの活用 ▲　電子黒板を使用して発表
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１

子ども食堂への支援の充実

【問合せ】　子ども教育部　子ども政策担当課長　青木

　    　　　　　　電話番号　03-3228-３２６４
【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　電話番号　03-3228-8928

中野区基本構想で描く１０年後に目指すまちの姿
「未来ある子どもの育ちを地域全体で支えるまち」の実現に向けて

「子どもの命と権利を守ります」に関する取組

　中野区は、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響が長期化する中で、
子どもの食のセーフティネットを確保するとともに、支援が必要な子ど
もと子育て家庭を早期に発見し、支援につなげるため、子ども食堂への
支援を充実する。

▲　区民からの寄付食料品の配布
▲　こども食堂ＬＬＰのキッチンカー ▲　江古田にこにこ食堂
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困窮層において、過去一年間に食料の困窮経験があった割合

  　▼未就学児世帯 ７2．3％

 　▼小学生（低学年）世帯 ７１．４％

 　▼小学生（高学年）世帯 ７５．８％

  　▼中学生世帯 ７６．８％

１　中野区の現状

中野区の現状（２０１９年度実施　子どもと子育て家庭の実態調査）

２０１９年度から食材費、食器類の購入、会場の賃料など子ども食堂の運営にかか
る経費を助成
▼２０１９年度実績
　申請団体数：1団体(1事業) 　決算額：219,255円
▼２０２０度実績　　
　申請団体数：8団体(9事業）　決算額：2,107,230円
▼2021年度実績（第一次募集）

　申請団体数：12団体（13事業）　支給決定額（概算払い）：3,345,132円

子ども食堂運営助成金の実施

　近年、中野区内の子ども食堂の数が増加している。
　　２０１９年：９食堂　２０２０年：１３食堂　2021年：１９食堂
　※「こどもほっとネットinなかの」の冊子およびホームページより

中野区内における子ども食堂の数
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２　実施内容

　新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえ、配食、宅食、フードパント
リーの取組を行う団体への助成金を拡充する。また、子ども食堂運営助成
金の第二次募集を行い、支援が必要な子どもと子育て家庭への支援を強
化する。

▼配食、宅食、フードパントリーの取組の充実
　▽助成金上限：１団体あたり２０万円
　▽対象期間：２０２１年１０月１日から２０２２年３月３１日

　▽対象経費：２０２１年度子ども食堂運営助成金の支給決定を受けた際の
　　計画に加え、配食・宅食・フードパントリーの取組を充実する場合にかか
　　る食材費、消耗品費、通信費等

▼子ども食堂運営助成金の第二次募集
　▽助成金上限：１団体あたり２５万円
　▽対象期間：２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日

　▽対象経費：子ども食堂・配食・宅食・フードパントリーの実施にかかる
　　食材費、消耗品費、通信費等
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３　今後の展開

▼食に関するネットワークの更なる強化

　中野区社会福祉協議会主催の「中野つながるフードパント
リー」や「こどもほっとネットinなかの」に中野区も参加し、連携
協力を図っている。
　また、近年、区民等からの食料品寄付が増加している。
　今後、中野区、地域団体、区民など、地域全体で食に関する
連携を強化し、子ども・子育て家庭の食のセーフティネットの
充実に向け、ネットワークを強化していく。

▼子ども食堂空白地域への支援

　子ども食堂は増加しているが、子ども食堂が存在していな
い・少ない地域に展開できるよう、支援を行っていく。

▶区民等からの寄付物品の提供

　リンゴジュース　900本、お米　50kg　靴下　300足、化学雑巾　300枚
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１

中野区新型コロナウイルスワクチン接種の現況と今後の取組

【問合せ】　保健所次長 杉本　　　　　　　　 　電話　03-6382-8845
【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村　　電話　03-3228-8928

■中野区新型コロナウイルスワクチン接種の状況（2021年10月２７日９時現在）

区分 １回目接種率（％） 2回目接種率（％） 対象者数 １回目接種者数 ２回目接種者数

65歳以上 88.7 86.8 70,492 62,593 61,217

12～64歳 74.0 66.1 240,928 178,317 159,439

合計 77.3 70.8 311,420 240,910 220,656
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■ワクチン種類別接種状況（2021年１０月２７日９時確認分）

ワクチン種類 ファイザー社製 武田／モデルナ社製

年齢区分 接種1回目 接種2回目 計 接種1回目 接種2回目 計

65歳以上 ６０，１５０ ５９，０４６ １１９，１９６ ２，４４３ ２，１７１ ４，６１４

１２～64歳 １１８，６７７ １０９，７５０ ２２８，４２７ ５９，６４０ ４９，６８９ １０９，３２９

計 １７８，８２７ 1６８，７９６ ３４７，６２３ ６２，０８３ ５１，８６０ １１３，９４３

年代 １回目接種率（％） 2回目接種率（％） 対象者数 １回目接種者数 ２回目接種者数

７５歳以上 88.5 86.7 39,359 34,848 34,132

65～74歳 89.1 86.9 31,133 27,745 27,085

60～64歳 82.8 77.6 16,448 13,634 12,775

50～59歳 79.5 73.3 45,868 36,496 33,634

40～49歳 76.8 69.4 54,337 41,769 37,750

３０～39歳 71.6 63.3 59,822 42,882 37,913

２０～２９歳 67.2 58.3 50,954 34,273 29,716

１2～１９歳 68.6 56.6 13,499 9,263 7,651

合計 77.3 70.8 311,420 240,910 220,656

■中野区新型コロナウイルスワクチン年代別接種状況（2021年10月２７日９時現在）
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■中野区におけるファイザー社製ワクチン供給（１回目・２回目分）

　１０月２７日までの接種実績等を踏まえ、区民全体の想定接種率を６７．０％から
８２．０％に上方修正する。

１０月５日の週まで　３４３．５箱 （３９８，９７０回分）受領済 
　【参考】１０月２７日現在の武田／モデルナ社製ワクチンの接種回数　１１３，９４３回

■接種計画の更新（予定）

人口（概算） 想定接種率 想定接種者数 接種必要回数
Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ＊Ｂ Ｄ＝Ｃ＊2回

総人口 336,700 人
接種対象者数 312,700 人 82.0% 256,500 人 513,000 回

70,500 人 89.0% 62,740 人 125,480 回
②16歳以上64歳以下 234,700 人

基礎疾患を有する者 14,300 人 80.0% 11,440 人 22,880 回
高齢者施設従事者 5,100 人 80.0% 4,080 人 8,160 回
上記以外の者 215,300 人 80.0% 172,240 人 344,480 回

③12歳以上15歳以下 7,500 人 80.0% 6,000 人 12,000 回
【対象外】１２歳未満の者 24,000 人 ー ー ー

①高齢者(65歳以上） 

接種回数 接種者数 累計接種者数

Ｄ Ｅ=Ｄ/2 Ｆ

－ 108施設 － 50,260 回 25,130 人 220,750 人 70.6%
38日間 1施設 526回 20,000 回 10,000 人 230,750 人 73.8%
16日間 1施設 500回 8,000 回 4,000 人 234,750 人 75.1%

43,500 回 21,750 人 256,500 人 82.0%

個別接種
集団接種(サンプラザ）
個別接種（東京ドーム）

その他職域接種等

接種対象者
（対象人口 312,700人）

※ 12歳未満除く

稼働日数
接種施設数

/日
1施設あたり平
均接種回数/日

対人口接種率
Ｇ=

Ｆ/312,700人

10月～2月
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　寝たきり等により、会場でのワクチン接種が困難で、かかりつけ医の往診による接種を受け
られない方からの接種希望の申請を受け付け、医師及び看護師等が当該居宅に訪問してワク
チンを接種する。

▼対象者
　中野区在住で本人が接種を希望し、かつ以下の項目のすべてに該当する方

▼申請方法
　本人又は支援者が申請書を郵送又はメールで送付

▼申請期間

　１０月２８日から12月15日まで　

▼接種方法
　中野区内医療機関等の医師・看護師が当該居宅を訪問して２回の接種を行う。

▼スケジュール
　１０月２８日から申請受付開始

■訪問接種の実施（１回目・２回目分）

①在宅療養中で常時寝たきりの状態にある方、またはそれと同等の状態にある方（要介護４・５、身体
障害者手帳１級・２級、愛の手帳１度・２度相当）
②家族又は支援者による接種会場への付添い・移動支援が困難な方

③かかりつけ医の往診による接種を受けることができない方、かつ、かかりつけ医から接種の許可を
受けている方

④家族または支援者による同席及び接種後の経過観察が可能な方
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■訪問接種の案内・申請書
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■追加接種（３回目接種）の実施①

　2021年９月２２日に厚生労働省から、２回目接種後に８か月を経過した区民に対して、原則１・２
回目と同一のワクチンを１回接種する体制の確保についての通知があった。これを受けて、「中野
区新型コロナウイルスワクチン追加接種実施計画（案）」を策定した。

▼３回目接種期間
　２０２１年1２月から２０２２年７月末日まで

▼３回目接種対象者　２回目接種後８か月を経過したすべての区民
　　　　　　　　　　　　　　想定追加接種希望者数　　約２５６，５００人（１・２回目の想定接種者数）

▼３回目接種スケジュール

　２０２１年１１月中旬から、２回目接種後７か月を経過する方に対して接種券を順次送付する。２回
目接種実績から想定される接種者数の推移は次のとおり。２回目接種実績を踏まえて、１か月間で
最大６２，２２０回を接種できる体制を整える。

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

通知発送 2,150 2,970 36,550 67,510 54,200 36,610 27,900 28,610 256,500 

個別接種(12～7月） 2,150 2,170 24,900 46,720 40,010 27,840 16,000 16,610 176,400 

中野サンプラザ集団接種ファイザー（1/30～2/27） 800 10,800 11,600 

中野サンプラザ集団接種武田/モデルナ（2/28～7/31） 500 15,500 15,000 13,500 11,500 12,500 68,500 

接種合計 2,150 2,970 36,200 62,220 55,010 41,340 27,500 29,110 256,500 

令和3年度 令和4年度

合計
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■追加接種（３回目接種）の実施②

▼接種方法
　①個別接種
　　中野区内１４０以上の医療機関の協力により、１週間当たり最大１７，０００回程度の接種を想定
　②集団接種
　　中野サンプラザにおいて、１週間当たり３，５００回程度の接種を想定

　③高齢者施設等の接種
　  高齢者施設等の入所者や従事者等は、原則として施設毎に接種希望者を把握し、各施設で接種

　する体制を整える。

▼接種予約方法
　①個別接種（一部を除く）及び集団接種：コールセンターもしくは専用WEBシステムで予約

　
　
　②個別接種の一部医療機関 
　　 各医療機関の予約方法による。

▼ワクチンの管理・移送体制
　ファイザー社製ワクチンについては、１・２回目と同様に、中野区がワクチンの分配・移送作業を実
施する。 

▶ファイザー社製ワクチンの接種　【2022年１～２月下旬】
▶武田／モデルナ社製ワクチンの接種　【２０２２年２月下旬以降】

▶コールセンター
 予約受付は、土日祝日を含む毎日９時～１９時。２０２２年１月からフリーダイヤルに変更
▶専用ＷＥBシステム
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■新型コロナウイルス感染症在宅療養者への配薬事業に対する支援金の支給

▼現状と課題（第５波時）
　新型コロナウイルス感染者増に伴い、７月２７日以降、中野区薬剤師会に所属している各薬局が、保健所、医師
会等からの依頼により新型コロナウイルス在宅療養者宅に配薬を行っている。2021年8月末現在、日本薬剤
師会から配薬１件につき500円が補助されているが、当該配薬は、即時的・緊急的な対応が求められることか
ら、配薬事業の実態に見合った財政的な支援を行う必要がある。　

▼支援金支給事業の内容　（総予算額１，２９３，０００円）　　　　　　　　
　中野区薬剤師会が実施している新型コロナウイルス在宅療養者への配薬事業に対し、支援金を支給する。

▼支給金の支給対象

▼支給期間

▼支給金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▶保健所及び医師会等からの依頼を受け、新型コロナウイルス在宅療養者の最寄りの薬局への配薬依頼等
を行う薬剤師会に対して、コーディネート料を支給する。
▶薬剤師会からの依頼により、新型コロナウイルス在宅療養者の自宅に配薬及び服薬指導を行う薬局に対
し、配薬支援料を支給する。

▶コーディネート料　在宅療養者の最寄りの薬局への配薬依頼等を行う薬剤師会
▶配薬支援料　在宅療養者の自宅に配薬及び服薬指導を行う会員薬局

▶コーディネート料　２０２１年7月２７日から２０２２年2月28日まで
▶配薬支援料　　　　 2021年７月２７日から２０２１年８月３1日まで

▶コーディネート料　5,000円／日
▶配薬支援料　       2,500円／回
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１

中野駅西口広場の名称が「中野駅桃園広場」に決定

【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　　電話　03-3228-8928

　2021年５月２０日から６月２１日まで募集した中野駅西口広場
（中野区中野３－３６）の名称は、「中野駅桃園広場」に決定しまし
た。
　「中野駅桃園広場」は2026年度に開設します。

決定の理由
▶広場が位置する中野３丁目一帯にあった「桃園」に由来し、歴史
的資源を後世に残したいという想いが込められている
▶旧町名でもある「桃園」が地域に慣れ親しんだ名称である



２

応募結果

▼募集期間

　2021年５月２０日から６月２１日まで

▼応募資格
　中野区在住、在勤又は在学者

▼応募結果

　188名　353件

▼選定方法

　広場の近隣町会関係者、区職員に
より構成する選定委員会で第一次選定
及び第二次選定を行い、中野区が決定
した。





ナカノさんと

撮りにいこう

あなたが好きな中野を

ナカナカ会
～中野の仲間と語らう会～

■まちかど撮影編

11/6  (土)  13時～17時

■中野の良いとこ語らい編

12/11 (土)  14時～16時

■ナカノさん写真展

1/19(水)～1/31（月）

イベントの詳細は
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東北復興応援展東北復興応援展
11/16（火）～21（日）
東北各地のＰＲ、パネル・ねぶた展示

11/20（土）、21（日）
東北各地の物産展・グルメ、ステージイベント等
※ねぶたの運行・パレードはございません

主催：東北復興大祭典なかの実行委員会　同時開催：震災復興祈念展（中野区） 

このイベントは、“まるっと紹介”中野の秋・冬イベントに参加しています。

物産展イメージ

❶中野区役所正面玄関広場
・ねぶた展示16（火）～21（日）

・東北各地の物産展・グルメ、
ステージイベント20（土）、21（日）

❷中野区役所１階ロビー
・震災復興祈念展（東北各地のＰＲ・

パネル展示）16（火）～21（日）

❸中野駅北口バスロータリー横
・東北各地の物産展・グルメ、

ステージイベント20（土）、21（日）

会場及び実施内容

詳細はTwitter、Facebook で

中野
区役所

中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ

中
野
通
り

JR中野駅

北口

南口

❶

❷

❸

※実施内容は状況により変更する場合があります

11/16（火）～19（金）   8：30～17：00
11/20（土）～21（日） 10：00～16：00

感 染 症 対 策 にご 理 解と
ご協力をお願い致します。
体 調 の 優 れ な い 方 は 、
ご来場をお控えください。

クラウドファンディングを実施しています。

こちらからご支援をお願いいたします。

お囃子イメージ

A3ポスター／ニューユポ130kg：350部　耐候インク（100部梱包）






